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1934 61 602
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Statistik des Deutschen Reichs-B. 502. G. m. b. / H. s. 5.
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舉獨會社 
人的會i t  
の設立とg 一 — m

設 - Z*C解 散

1924 21,229 14,696
1925 18,031 20,781
1926 12,693 23,827
1927 33,840 23,328
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1929 10,406 19,263
1930 9.529 19,559
1931 7,976 17,428
1932 7,390 16,260
1933 9,355 14,188
1934 13,082 13,611
1935 15,002 15,713
1986

. . . 116,019 16.266

Statis d. D. R. a. a. O. S. s, G.
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の
關
係
に
立
つ
て
ゐ
る
七
と.

は
興
味
深
い
と£ :

,

ろ
で
ぁ
る

0

.

前
表(

1

,

ふ

の

銃
i f

に
つ
い
て
：

|

九
三
芝
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三

六

の

：
擎
^:
'

比

較

し

て
 

S

と
，
：
人
的
會
碑
の■

鐘

S

增
犬
し
、
：霰

 

の
減
少

.

に
對
し
て
觫
散
は
七0 '

^

以
上
に
增
大
を
示
し
て.

ゐ
る

0

本 

法
.

に
ょ
つ
て
冷
遇
せ&

る
べ
し
と

©
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印
象
に
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限
會
社
に
し
て
事
業
そ
の
も
の\

育
成
に
實
佐
と
熱
意
を
有
す
る
少m l
者
の
集
團
企
業
を
容
易
な
ら
し
め
ん
と
す
る
要
求
が
實
現
せ
ら 

れ
て
ゐ
た
と
す
る
な
れ
ば•
勞
働
秩
序
法
に
照
し
て
も
本
會
社
形
®
は
何
等
冷
遇
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、 

實
際
に
：於
い
てか 
>

る
事
態
を
招
來
せる
は
結
局
に
於
い
て
本
#

»

の
._財̂

活
動
に
つ
い
て
國
家

,*

國
揭
，の
共
同
利
益
を
保
證
す
る
上 

'.に
薆
慮
せ
ら
る
べ
.き
點
あ
る
こ
と
を
語
る
も
，o'
で
は
な
い
か
と
考
へ‘

れ
る
の
で
あ'
る
。
最
後
に
全
商
的
企
業
の
設
立
解
散
に
對す
る 

'

本
會
社
の
そ
れ
を
前^ :

圖
表.
に.
ょ
0 ..

て
見
る̂

>
 :_
:

の.
設
立.
の
：急
速
で
あ
つ
た
ボ
面
祀
於
い
て
、
，
'
其.
の
.解
散
數
の
平
均
以
上
に
遙
に
高 

〉

v>
こ
と
が
窺
は
れ
を
の^ '
膂
ネ：0

'
ハ

.づ
：.
：
 

.
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:

夸
々
：ば
次.

に
本
會
社
の
經
營
殊
に
財
務
臌
理
の
方
面

.

に
.

つ
.い
て
獨
逸
に
於
い
て
問
題
と
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
を
中
心
と
し
て
若
干
論
評
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獨
逸
に
於
い
て
、
本
會
社
の
財
務
活
動
に
づ
い
て
問
題
と
し
て
多
ぐ
の
論
者
に
ょ
ク
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
ゐ
る
點
は
、
第
一
に
本

#

.
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-
.
.
•
,
:

■
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.
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.
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,

社
形
體
に
於
い
て
，現
物
出
資
の
過
剩
評
價
を
特

.
に
誘
致
し
易
い
と1K

ふ
こ
と
で
あ
る
。
具
體
的
な
例
を
擧
げる
と
、シ
，ュ
マ
ア
レ
ン
バ
ッ

:
ハ
は
其
の
企
業
金
融
論
に
於
：い
て
、
：四
千
馬
克

0

瑰
金
出
»

<?
:
:

「

一.
戴
灰
千
馬
克
ぬ
特
許
豪
の
出
資
を
以

0

で
設
立
せ
ら
れ
た
を
一
有
限

:

,

'
會
社
：に.し
て
、
：：其0

特
許
權
は
實
際
は
無
價
値
に
し
で
而
も
他
人
ぬ
權
利
に
虜

^:

て
ゐ̂ 

て

ゐ

名
!0
.

•
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シ
ケ
ル
^

例
に
ょ
る
と
，

〕

：單
に
七
個
O '

商
店
の
代
理
店
で
あ
る
と
云
ふ
權
利
を-萬

四

千

馬

露

と

評

價

し

て

ゐ

た

會

[±
が 

,

あ

. ^
.

と
o 

(

跬
5

.
宏
ふ
迄
も
.な
ぐ
、
社
;«

が
總
て
有
踉
責
任
が
：る
本
制
度
に
於
い
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も
の
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會
社
財
產
に
外
な
ち
ぬ
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：
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立
.
の
容
易
な
る
本
會
社
に
於
：い
て
は
こ
の
點
t

轉

に

嚴

驾

に

.
監

督

ず

る

の

#

要
5:

生
じ
て
ゐ
^ -

の
.で
«>

る
0

鑛
逸
有
限
會

^
法
に
令
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は
他
の
公
街
事
項.

と
.

、
も
に
公
吿
す
る.

こ
と
を

.

要
す
る

O

X

第

T
O

條
三
項)

と
せ

.

.

.

ノ
て
特
殊
の
規
定
は
存
し
な
い
か
ら
し
て
、
民
法
上
の

一

般
原
則
.に
從
ひ
、
，» '
_

契
終
が
存
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
を

.以

：つ
て
出
資
者
ば
'.

. 
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:

へ
_

及
び
損
窖
賠
償
ー
の_

務
を
負
ふ̂

の
：左
解
せ
ら
れ
る5

_

:

三>

.

ぐ
' 0

藝

0

不
備
$ :
'

矯
5 £

す
る

®

^

^

'

.け

.た

る

も
0

は
、
佛
蘭
西
法
で
^

づ
.
て
、
同
法
第
八
倐
ゅ
金
原
始
社
良
は
現
物
出
赘
に
對
し
-

#

断
設
：立
當
時
に
付
し
た
る
評
阒
願
に
； 

.

.

卜
っ
ぎ
第
芑
者
忆
對
^-
—

帶
無
眼
め
寳
に
住
ず
べ
，
^

‘;:
'

■

•
■

:•
-す
る 
3日
玄
規
定̂

戈
ゐ
冬
0

.:

.
:
'
'
か
く̂

.

.

餘
り
に
厳
に.

過
ぎ

'

て
會
社
設
立
自
體
を
阻
碍
す
る
と
，の
批
評
も
聞
か
ル
る
の
で
あ
る
。

(

洗
0

併
し
こ
の
嚴
諶
な
る
规
定
の
存
す
る
に 

■

徇
ら
ず
、
然
も
尙
，ほ
同
國
に
於
い
て
設
立
當
時
に
現
物
評
慣
を
第
三
潜
を
し
て
查
定
«

認
せ
し
め

様

と

する
議
論
が
冇
ヵ
に
行
は
れ
て
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T-
ゐ
る
。
例
へ
ば
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
の
商
業
會
議
所
に
於
い
て
は
，
設
立
の
當
初
に
於
い
て

# .

議
所
指
定
に
ょ
る
檢
丧
人
を
し
て
；®

の 

適
正
な
り
や
否
や
を
赍
定
せ
し
め
ん
と
す
る
意
見
の
如
き
で
あ
る
。

(

註
五)

我
國
に
於
け
る
法
律
，は
、
こ
れ
を
稍
々
緩
和
し
*
設
立
當 

時
に
於
け
る
現
物
出
资
が
定
款
に
定
め
た
る
價
格
に
箸
し
く
不
延
す
る
と
き
は
會
社
成
立
當
時
の

.
社
員
は
#

社
に
對
し
、
連
滞
し
て
其

の
不
足
額
を
史
拂
ふ
義
務
を
負
ふ
。

(

十
四
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資
本
增
加
の
場
合
に
も
興
，の
增
资
に
同
意
し
た
る
社
員
に
つ
い
て
同
様
の
責
任
を
負
は
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.
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卜.：
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し
め
る
。(

五
四
條)

之
等
の
社
員
や
連
帶
責
任
比
胸
れ
も
無
過
失
責
任
‘で
あ

^

て
ノ
飾
务
廣
社
成
靠
の
釙
ょ
り
五
年
を
經
過
し
た
名
後 

に
あ
ら
ざ
れ
ば
之
を
免
險
す
る
こ
；と
を
得
な
.い. °.(

一
 

六
條
5:
ル
條)

惟
ふ
に
がV

名

規

^

は
—

面
に̂

い
て»
^

會
社
に
於
け
る
と
は」
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異
つ
て
、
其
<̂

設
立.
に
際
し
て
、
荷
等
强
制
的
に
檢
.
茶
人
を
し
て
現
物
評
價
釔
崙
定
.せ
し
め
るこ

と

な

く、.
會
社
の
自
治
に_
す
る
の 

で
あ
る
が
、
资
本
充
實
の
爲
め
に
其
の
結
见
に
對
し
て
充
分
の
赍
任
を
と
ら
し
む
る
，

.
生
旨
に
出
で
た
も.
の
で.
あ
つ
て
V

解

釋

に

ょ

.
つ

て 

，
は

有

限

資
$

制
に
澍
す
る
例
外
で
あ
る
と
ー
写
へ
る
.
。
獨
逸
に
於
い
て
，は
こ
れ
に
關
す
る
法
規
の
前
述
0

如
<

不
備
で
あ
る
が
爲
め
に
、 

可
成
甚
だ
じ
い
弊
害
亦
發
生
し
た
樣
で
.
あ
る
0
フ
モ',
リ>
1
,

ル
0

耷
务

'

.

»-.
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V
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.

て
旣
に
詐
欺
的
企
業.

に
利
用
せ
ら
れ
る
と
豫
想
也: ^

れ
、
へ
現
に
利
用
せ
ら
机
て
：ゐ
る
。
而
し
て
，、
現
物
壯
資
の
過
剩
評
價
の
故
に
、
實 

際
取
引
に
際
し
て
有
限
責
任
會
社
と
し
セ
何
等
の
信
用
を
獲
得
し
：得

ず

- >

揭

々

：
有

限

責

任

の

原

則

に

反

じ

：
て

、
：
特

，に

社

員

.

©

保

證
0

^

 

と
一
に
與

.

.へ
-
ち

れ

る

如

き

現

象

を

里

し

て

，
ゐ

.る

と

6

:(

註
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パ

A

.

:

.
企

業

義
I

し
て_

評
價
の
危f

充
分
i

s

て

ゐ

、
る

の

で

.
あ

系
 

、

も

の

で
.
は
な
ぃ
，か
と
考
へ.
る
。
本
邦
：に
於
ぃ
て
ば
前
述
の
機
に
小
中
規
糢
の
：多
分
に
入
的
要
素
を
包
含
し
：て
ゐ
る
夼
業
が
株
式
形
體

-

. 

.

.

:

• 

: 

. 

. 

•
' 

. 

- 

.

、
.

を
と.
り
、
株
式
の
分
散
も
沙
い
咖
.
:6
>

し
：て
-,

>

8

^

翩
織
變
更
は
廣
汎
に
行
は
れ
る
こ
と
'

考
へ_
'
ら
れ
る
0

組
織
變
更
に
際
し
て
法
律

は

资

本

充

實

の
. 1
3

ょ
り
：し
て
、
變
M :

後
の
：本
會
社
の
新
資
本
總
顧
は
株
试
會
社
.
に
珑
存
す.
る
純
財
產
額
を
超
過
する
額
た
る

こ

と

を
 

許
さ
，
ぬ(

第
六
四
條1

.

項〕

即
ち
積
極
財
產
ょ
り
消
極
財
產
及
！

5

未
拂
込
株
金
額
を
差
引
き
た
.
る
_

を
限
度
と
す
る
こ
と
を
要
す
る
。

■

若
し
ノ
右

.

決
議
當
時
の
純
財
產
額
が
資
本
總
額
に
不
足
す
る
と
き

.

は
、
決
議
當
咏
€>
.取
締
役
監
沓
役
及
び
株
主
は
龠
社
に
對
し
て
其
の 

:

不
足
顧

.

を
支
拂
ふ
義
務
を
有
す
、.

(

六
5 :

倐

)

こ
れ
等
馮
定.

の
精
神
は
設
立
：の.

際
に
於
け
る.

と
何
等
の
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
f i
l

l

じ 

て
' 

組
織
變
更
に
際
し
て
作
成
：せ
ら
れ
，る
貸
借
對
照
表
は
年
次
對
照
表

_

と
は
異
り
、
現
行
營
業
續
行
の
前
提
の
上
に

.

個

々
0 .
財
產
の
有 

す
る
價
値
が
評
價
記
載
せ^ '

れ
る
：所
謂
財
產
貸
借
對
照
表
と
あ
る
こ

.

と
は
、
ベ
ッ
ク
ブ
ロ
ッ
ク
、

.

カ
ル
べ
；ラ
ム(

訑
七〕

等
の̂

^

3

一
 

:

致
上
て
ゐ

.

る
と
こ
ろ
で.

あ
る
。

8

0

 

こ

れ

等

の

財

產

價

値

が

何

れ

も

市

場

價

格

と

は

繼

の

麗 

丨
を
生
ず

t

奏

然

で
あ
る
か
ら
し
て
、
評

價

の

嚴■

規
す
る
こ

2̂

#

の
嚴
規
も̂

り

且

つ

汰

議

當

時

の#

ま
は
^ :

-

ハ
の«

#

く
、
人
的
關
係
の，

强
い
も
の
で
：あ
る
か
ら
し
て
、
其
の
評
價
の
逾
正
か
罾
か 

.

に
附
：い̂

正
當
な
判
斷
を
下
し
得
る;̂>
の

.

で
あ
右
う

.

が
、.

何
.
^
に
も
貧
借
對
照
絮
公
示
を
必
要
と
せ
ざ
る
こ
と
を
本
則

と
す
る
も
の
で

,

.

.

..

.

あ
り
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ゐ
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に
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五

四

(

で
苏
七
0

)

持
分
_
渡
に
ょ
る
も
の
が
和
當
多
數
存
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思 

は
れ
る
。
こ
れ
に
關
聯
し
て
實
際
上
の
問
題
と
な
り
得
る
場
合
が 

多
い
様
に
觀
察
せ
ら
れ
る
o
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.、

,.
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.
ふ
に
、'
有
限
會
« .

に

於

け

る

持

分

の

讓
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制

限

：
せ
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ゐ

る

，
こ

■と'
は
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株
式
&

は
本
節
的
に
相
異
す
る
と
こ
'ろ
で
あ
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と
れ
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爲
め
に#

式
會
社
，に
於
け
る
と
塞
し
く
異0.
た
經
濟
上
，
 

の
問
題
が
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生
し
、
：，採
武
會
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社.
規
定.
»

準
用
を
以..
つ
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は
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へ.
ら
れ>

.

ご

、

に

云

：
ふ

自

己

持

分

0

問 

題

^
.
か

 
>

る
種
類
の.
も
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い
か
と
思
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れ
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法
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員.
；の.
人
的
關
係
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持
す
る
主
旨
よ
.
り
し
て
、
第
ブ
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.

條
一
項
に
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い
て，.
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社
員
は
定
款
變
更
其
の
他
會
社
の
利
害
に
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す
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こ
と
多
太
な
る
事
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す
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爲
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決
議
の
方
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ら
れ
て
ゐ
：る
の
で
あ
石
か
ら
し
て
、
實
際
上
に
於
い
て
持
分
の
譲
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